
【山口・防府医療圏】対応方針整理票

区域 医療機関名

認定・届け出等 ※３

7/1/2025 7/1/2026 医療機関の特徴・役割 今後の方針 実施状況

1 柴田病院 ・回復期機能を中心。 実施済

2 林病院 ○ 実施済

3 山口赤十字病院 ○ ○ ・高度急性期・急性期機能を担う。 実施済 令和７年８月実施

4 阿知須同仁病院 ○ ○ ・急性期機能と回復期機能を担う。 実施済

5 小郡第一総合病院 ○ ○ 急性期機能と回復期機能を担う。 実施済

6 実施済

7 ○ ○ ・高度急性期・急性期機能を担う。 未実施

8 ・回復期機能と慢性期機能を担う。 実施済

整理
番号

許可病床数
（精神・感染

症・結核除
く）

R7.7.1
※１

病床機能報告による
機能別病床数

※１
施設基準の状

況
R7.7.1

※２

「公的医療機関等2025プラン」又は「医療機関2025プラン」の記載内容のうち、「自施設の現状」「今後の方針」「４機能ごとの病床のあり方につ
いて」から集約・抜粋（（プラン未作成の有床診療所については、病床機能報告の報告内容から整理）

※４

対応方針の実施状況
（令和８年８月末時点）

※５
地
域
医
療
支
援

救
急
医
療
施
設

在
宅
療
養
支
援

在
宅
療
養
後
方
支
援

終
末
期
医
療

機能別病床数
(2025)

備　考
（実施予定時期な

ど）

山口・
防府 一般

60
60 回復

60
60 回復

60
60 地ケア

60
60

・機能別病床数は回復期病床60床のまま変更ないが、サブアキュート機
能やリハビリ機能の充実を図るため、令和3年10月1日に、地域包括ケア
病床を25床から60床に増床した。
・急性期病院の後方支援、在宅からの入院受入れを行い、在宅復帰をめざ
して支援を行う地域のみなさまのための病院を目指す。
・2025年もこの体制を継続する予定であり、引き続き、地域包括ケアシ
ステムの構築や充実に取り組んでいく。

回復
60
60

山口・
防府 一般

療養

50
20
30

急性
慢性

50
20
30

急性
慢性

50
20
30 地ケア

20
20

・最初の入院病棟で積極的に治療を行う。
・医療（喀痰吸引、人工呼吸等）が必要で家庭に対応できる
十分な介護力のない長期療養患者の受け皿。

地域包括ケア病棟に転換済みであるが、サブアキュートを主とする救急告
示病院として、引き続き急性期機能を担いつつ、長期療養が必要な患者に
対する慢性期機能も維持する。

急性
慢性

50
20
30

山口・
防府 一般

377
377

高度
急性
休棟

377
111
233

33

高度
急性

327
108
219

・山口市域における公的な基幹病院、地域医療支援病院として、高度急性
期・急性期医療、とりわけ小児救急を含む救急医療について、持続的・安
定的に提供する役割を担う。
・脳血管疾患患者への対応、周産期医療及び女性医療、がん診療、高齢化
社会に対応した医療機能などの役割を担う。
・令和4年8月に2025プランを見直し、同年10月に病床を削減したところ
であり、引き続き、今後の方針に沿って、当院の役割を果たしていく。

高度
急性

327
108
219

山口・
防府 一般

療養

78
30
48

急性
慢性

78
30
48

急性
回復

78
30
48 地ケア

22
22

・地域急性期の一線病院として役割を果たす。
・基幹病院との前方、後方支援と周辺開業医との連携。
・在宅及び関連施設との密接な入退院支援。

急性
回復

78
30
48

令和７年１２月実
施

山口・
防府 一般

182
182

急性
回復

182
137

45
急性
回復

182
137

45 地ケア
45
45

・山口市南部における中核病院として地域医療、救急医療を持続的に提供
していく。
・整形外科領域では、山口・防府医療圏だけでなく、県内及び県外の広範
囲に対し高度な医療を提供していく。

急性
回復

182
137

45

山口・
防府

済生会湯田温泉病
院 療養

142
142

回復
慢性

142
46
96

回復
慢性

142
46
96 地ケア

46
46

・療養型病床主体の慢性期医療病院として、急性期病院や地
元の開業医との緊密な連携の下、市民の健康管理に積極的に
関わっている。
・病院内に80床の特養を整備し、医療・介護を複合的に提
供できる。デイケアや温泉プールを利用した訓練により、患
者への質の高いリハビリ提供と同様に、外来や地域の健康福
祉増進に寄与している。

・急性期病院や地元の開業医との緊密な連携の下、引き続き後方支援を
行っていく。
・地域包括ケアシステムの拠点として、地域の病院としての役割を明確に
していく。
・訪問診療や在宅医療推進、訪問看護ステーションとの連携強化を図り、
在宅復帰支援に注力していく。

回復
慢性

142
46
96

山口・
防府

済生会山口総合病
院 一般

279
279

高度
急性

279
113
166

高度
急性

279
113
166

・救急医療、循環器内科・心臓血管外科等の対応を中心とした高度急性
期・急性期医療、がん医療。
・認知症、精神科の診療体制の充実を図る。
・なお、新病院建築に伴い、令和４年度中に病床数を310床から279床に
変更済みである

高度
急性

279
114
165

山口・
防府

山口リハビリテー
ション病院 療養

180
180

回復
慢性

180
124

56
回復
慢性

180
124

56 回リハ
地ケア

124
90
34

・地域で不足気味の回復期医療の一翼を担う医療機関として、回復期医療
提供体制を維持していく。
・長期の療養が必要な患者を受け入れる医療機関として、療養医療提供体
制を維持していく。

回復
慢性

180
124

56
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区域 医療機関名

認定・届け出等 ※３

7/1/2025 7/1/2026 医療機関の特徴・役割 今後の方針 実施状況

整理
番号

許可病床数
（精神・感染

症・結核除
く）

R7.7.1
※１

病床機能報告による
機能別病床数

※１
施設基準の状

況
R7.7.1

※２

「公的医療機関等2025プラン」又は「医療機関2025プラン」の記載内容のうち、「自施設の現状」「今後の方針」「４機能ごとの病床のあり方につ
いて」から集約・抜粋（（プラン未作成の有床診療所については、病床機能報告の報告内容から整理）

※４

対応方針の実施状況
（令和８年８月末時点）

※５
地
域
医
療
支
援

救
急
医
療
施
設

在
宅
療
養
支
援

在
宅
療
養
後
方
支
援

終
末
期
医
療

機能別病床数
(2025)

備　考
（実施予定時期な

ど）

9 丘病院 ・慢性期機能を担う。 実施済

10 山口病院 ・長期入院療養の患者中心。 実施済

11 山口若宮病院 ・慢性期機能を担う。 実施済 令和７年９月実施

12 阿知須共立病院 ○ ○ ・急性期機能と回復期機能を担う。 実施済

13 桑陽病院 ○ ・急性期機能と慢性期機能を担う。 実施済

14 緑町三祐病院 ○ 実施済

15 三田尻病院 ○ ○ 実施済

16 防府胃腸病院 ○ ○ 実施済

17 ・医療療養・回復期機能を中心 実施済

18 山口博愛病院 ・急性期機能と慢性期機能を担う。 実施済

山口・
防府 療養

29 
29 慢性

29 
29 慢性

29
29

・療養病床を地域の医療ニーズに適合させ、地域に密着した医療を提供し
ていく。
・リハビリテーションを通じてご自宅への復帰を支援する一翼を担う。
・療養病床の再編、介護医療院について検討を行い、令和6年4月に介護
療養病床８床を介護医療院に転換予定。

慢性
29
29

山口・
防府 療養

79
79 慢性

79
79 慢性

79
79

・急性期病院等から、長期で重症度（人工呼吸器等装着）の患者の受け入
れを行う。
・今後も慢性期の療養病床を維持する。 慢性

79
79

山口・
防府 療養

173
173 慢性

173
173 療養

155
155

・急性期、地域包括ケア病棟、回復期リハの受け皿となる。
・地域における慢性期として継続する。 慢性

155
155

山口・
防府 一般

療養

135
45
90

急性
回復

135
45
90

急性
回復

135
45
90 地ケア

45
45

・質の高いケアミックス病院として、地域医療機関等との連携を強化し、
医療・介護・福祉サービスをシームレスに提供する。
・地域住民の健康長寿を図るとともに、近隣企業からの要請に応じ、予防
医療の強化を図る。

急性
回復

135
45
90

山口・
防府 一般

療養

99
57
42

急性
慢性

99
57
42

回復
慢性

99
57
42 地ケア

8
8

・急性期から回復期への転換について、2025年に向けて緩やかにシフト
の予定であるが、2023年度、外科系医師が2名増員。それにより、若干
提供可能な医療の内容の変更もあると考えられるが、基本的には急性期患
者も内包する回復期機能の充実に向けて、一般病棟（現急性期病棟）にお
ける地域包括ケア病棟の整備に着手予定。
・急性期病棟は、二次救急輪番病院としての救急医療の提供及び股関節・
脊椎腰椎領域を中心とした整形外科の急性期医療の提供。
・慢性期病棟は、透析設備を備えた長期入院が可能な病床の提供。

回復
慢性

99
57
42

令和７年１０月実
施

山口・
防府 療養

86
86 急性

慢性

86
32
54

回復
慢性

86
32
54 地ケア

32
32

・回復期機能、慢性期機能を担う。
・二次救急輪番病院。

・医療機能を地域の医療ニーズに引き続き適合させつつ、回復機能の充実
に取り組むこととする。
・機能別病床数を回復期32床、慢性期54床に変更する。

回復
慢性

86
32
54

山口・
防府 一般

128
128

急性
回復

128
49
79

急性
回復

128
49
79 地ケア

79
79

・地域包括ケアシステムの中心施設となるべく、地域内の急
性期の一部、並びに亜急性期の患者に特化した医療を提供す
る。
・地域において急性期・回復期医療を担う病院としての役割
を担うため、在宅復帰支援強化、地域医療連携の推進、疾病
の早期発見と早期予防、災害拠点病院機能強化に取り組む。

・急性期・回復期における多様な診療ニーズへのさらなる対応の充実を図
る。
・災害拠点病院として必要な機能の補完、維持を図る。

急性
回復

128
49
79

山口・
防府 一般

108
108

急性
回復

108
60
48

急性
回復

108
60
48 地ケア

48
48

・急性期機能と回復期機能を担う。
・地域において当院に必要とされる病床機能の再編を検討
し、急性期に加え、ポストアキュート・サブアキュートの両
機能としての地域包括ケア病床を確保。不足する機能の中か
らリハビリテーション科を設置。

・輪番での二次救急の受入れ、消化器領域に特化したがん治療、がん検診
含め上部・下部消化器への内視鏡検査等の機能を生かし、引き続き地域の
二次救急医療機関として急性期機能を担っていく。
・訪問診療・訪問看護等を実施しており、今後は地域における在宅医療へ
の貢献も進めていく。
・なお、令和5年4月1日より回復期を60床から48床に変更した。　

急性
回復

108
60
48

山口・
防府

防府リハビリテー
ション病院 療養

261
261

回復
慢性

261
46

215
回復
慢性

261
46

215 回リハ
45
45

・医療療養・回復期を中心とした医療提供体制の維持
・専門医療を提供し、地域医療に貢献 回復

慢性

261
46

215

山口・
防府 一般

療養

98
53
45

急性
慢性

98
53
45

急性
慢性

98
53
45

・地域における、安心して任せられるかかりつけ医機能を有する病院を目
指している。当院が直接かかわる在宅機能を充実させるとともに急変時
（特に夜間・休日）に、受診を受け入れ入院の必要が有る時にはすぐに対
応する体制を整えておく。
・へき地医療（離島・野島）の提供。

急性
慢性

98
53
45



区域 医療機関名

認定・届け出等 ※３

7/1/2025 7/1/2026 医療機関の特徴・役割 今後の方針 実施状況

整理
番号

許可病床数
（精神・感染

症・結核除
く）

R7.7.1
※１

病床機能報告による
機能別病床数

※１
施設基準の状

況
R7.7.1

※２

「公的医療機関等2025プラン」又は「医療機関2025プラン」の記載内容のうち、「自施設の現状」「今後の方針」「４機能ごとの病床のあり方につ
いて」から集約・抜粋（（プラン未作成の有床診療所については、病床機能報告の報告内容から整理）

※４

対応方針の実施状況
（令和８年８月末時点）

※５
地
域
医
療
支
援

救
急
医
療
施
設

在
宅
療
養
支
援

在
宅
療
養
後
方
支
援

終
末
期
医
療

機能別病床数
(2025)

備　考
（実施予定時期な

ど）

19 ○ ◎ 実施済

20 松本外科病院 ○ ○ ・急性期機能と回復期機能を担う。 実施済

病院小計 3 11 7 0 0 19 1 95.0%

22 光山医院山口 ○ 実施済

23 ○ ○ 実施済

24 ・急性期機能を担う。 ・肛門手術後の管理及び急性期治療のための入院。 未実施

25 ・急性期機能（分娩）を担う。 ・急性期機能（分娩）を担う。 実施済

27 ○ ○ 実施済

29 ・急性期機能（分娩）を担う。 ・他の分娩施設との連携 実施済 R7.5

30 林外科医院 ・慢性期機能を担う。 ・引き続き、地域における慢性期機能の一翼を担う。 未実施

31 ・急性期機能を担う。 ・急性期機能を担う。 実施済

32 手山産婦人科 ・急性期機能（分娩）を担う。 ・産科施設の減少にて当施設のできる限りの存続に重点をおく。 実施済

34 ・急性期機能を担う。 ・地域における急性期治療。 実施済

35 光山医院 ○ 実施済

36 ・４機能のうち回復期が中心。 ・地域における回復機能の一翼を担う。 実施済

37 ・無床診療所へ移行する。 ・無床診療所へ移行する。 未実施

診療所小計 0 0 2 0 4 10 3 76.9%

山口・
防府

山口県立総合医療
センター 一般

490
490

高度
急性

490
275
215

高度
急性

490
275
215

・県立病院として、地域がん診療連携拠点病院、総合周産期
母子医療センター、救命救急センター等の指定を受け、他の
医療機関では対応が困難な疾病に対する医療を提供するな
ど、県民の健康と生命を守る基幹病院として、その役割を果
たしている。

・県民の医療需要に応え、限られた医療資源の中で適切な保健医療サービ
スが提供できるよう、二次保健医療圏等における医療機能を考慮した施設
の整備・充実、医療機関の役割分担や連携への支援など、効率的な医療提
供体制の整備を進める。
・地域の医療機関との役割分担・機能連携をより一層推進していく。

高度
急性

490
275
215

山口・
防府 一般

80
80

急性
回復

80
36
44

急性
回復

80
36
44 地ケア

44
44

・５病院での救急輪番病院の一角として、今後も救急車の受入体制を維持
していき、現在の急性期病床は、救急輪番病院として適正病床数を検討し
ながら維持していく。
・地域における回復期機能の一翼を担う。

急性
回復

80
36
44

一般
療養

3,114
1,909
1,205

高度
急性
回復
慢性
休棟

3,114
499

1,101
662
819

33

高度
急性
回復
慢性

3,046
496

1,030
719
801 回リハ

地ケア

618
135
483

高度
急性
回復
慢性

3,046
497

1,029
719
801

実
施
済

未
実
施

実
施
率

山口・
防府 一般

3
3 慢性

3
3 慢性

3
3

・人工透析治療が中心、透析ベッド数４０床。
・慢性期機能を担う。

・人工透析を必要とされる患者への治療を中心とした医療の提供体制を維
持していく。 慢性

3
3

山口・
防府

医療法人社団青藍
会　あんの循環器
内科 一般

19
19 回復

19
19 回復

19
19

・循環器を中心とした良質・効果的な全人的医療。
・総合病院、地域の無床診療所、在宅からの患者をニーズに
合わせて入院を受け入れていく。
・急性期機能と回復期機能を担う。

・高度急性期病院・地域急性期病院との連携による在宅・介護施設への誘
導、在宅医療の拠点としての機能。
・専門的医療（循環器）、在宅患者、緊急時の受入れ、認知症患者の受入
れと治療、在宅復帰支援。
・他法人・グループ内の施設・在宅サービスとの他職種連携による地域包
括ケアシステムの実現。

回復
19
19

山口・
防府

医療法人村田外科
胃腸科 一般

4
4 急性

4
4 急性

3
3 急性

3
3

山口・
防府

ながやレディース
クリニック 一般

10
10 急性

10
10 急性

10
10 急性

10
10

山口・
防府

社会福祉法人青藍
会 ハートクリニッ
ク南山口 一般

19
19 回復

19
19 回復

19
19

・総合病院、地域の無床診療所、在宅からの患者をニーズに
合わせて入院を受け入れていく。
・回復期機能を担う。

・高度急性期病院・地域急性期病院からの退院患者の在宅・介護施設等へ
の誘導、在宅医療の拠点としての機能。
・在宅患者、緊急時、終末期医療の受入れ、認知症患者の受入れと治療、
在宅復帰支援。
・他法人・グループ内の施設・在宅サービスとの他職種連携による地域包
括ケアシステムの実現。

回復
19
19

山口・
防府

かしだ産婦人科ク
リニック 一般

14
14 急性

14
14 急性

14
14 急性

14
14

山口・
防府 一般

19
19 休棟

19
19 廃止

0
0 廃止

0
0

山口・
防府

医療法人社団　大
西眼科 一般

10
10 急性

10
10 急性

10
10 急性

10
10

山口・
防府 一般

10
10 急性

10
10 急性

10
10 急性

10
10

山口・
防府

医療法人慶和会防
府耳鼻咽喉科医院 一般

14
14 急性

14
14 急性

14
14 急性

14
14

山口・
防府 一般

16
16 慢性

16
16 慢性

16
16

・透析患者専用の病床。
・慢性期機能を担う。

・透析診療の提供体制の維持。
・高齢化の進展に伴う在宅患者訪問診療の充実。 慢性

16
16

山口・
防府

医療法人三鳩会　
吉田整形外科 一般

19
19 回復

19
19 回復

19
19 回復

19
19

山口・
防府

医療法人芳和会ア
ベ産婦人科クリ
ニック 一般

14
14 休棟

14
14 廃止

0
0 廃止

0
0

一般
171
171

高度
急性
回復
慢性
休棟

171
0

62
57
19
33

高度
急性
回復
慢性

137
0

61
57
19

高度
急性
回復
慢性

137
0

61
57
19

実
施
済

未
実
施

実
施
率



区域 医療機関名

認定・届け出等 ※３

7/1/2025 7/1/2026 医療機関の特徴・役割 今後の方針 実施状況

整理
番号

許可病床数
（精神・感染

症・結核除
く）

R7.7.1
※１

病床機能報告による
機能別病床数

※１
施設基準の状

況
R7.7.1

※２

「公的医療機関等2025プラン」又は「医療機関2025プラン」の記載内容のうち、「自施設の現状」「今後の方針」「４機能ごとの病床のあり方につ
いて」から集約・抜粋（（プラン未作成の有床診療所については、病床機能報告の報告内容から整理）

※４

対応方針の実施状況
（令和８年８月末時点）

※５
地
域
医
療
支
援

救
急
医
療
施
設

在
宅
療
養
支
援

在
宅
療
養
後
方
支
援

終
末
期
医
療

機能別病床数
(2025)

備　考
（実施予定時期な

ど）

医療圏合計 3 11 9 0 4 29 4 87.9%

※２：中国四国厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別）」において、【地ケア：地域包括ケア病棟入院料又は地域包括ケア入院医療管理料】、【回リハ：回復期リハビリテーション病棟入院料】を届け出ている病床数。
※３：【地域医療支援：地域医療支援病院の承認を受けた病院】、【救急医療施設：二次救急医療施設の認定を受けた病院は「○」、：三次救急医療施設の認定を受けた病院は「◎」】、【在宅医療支援：在宅医療支援病院又は在宅医療支援診療所の届出のある医療機関】、

一般
療養

3,293
2,088
1,205

高度
急性
回復
慢性
休棟

3,285
499

1,163
719
838

66

高度
急性
回復
慢性

3,183
496

1,091
776
820 回リハ

地ケア

618
135
483

高度
急性
回復
慢性

3,183
497

1,090
776
820

実
施
済

未
実
施

実
施
率

※１：令和7年度病床機能報告における病床数。

【在宅医療後方支援：在宅医療後方支援病院の届出のある病院】、【終末期医療：令和7年度病床機能報告における「有床診療所の病床の役割」の項目のうち、「終末期医療」を選択している有床診療所】
※４：「機能別病床数(2025)」については、令和8年8月までに調整会議において合意された2025プランの内容を反映している。なお、今回、変更を協議する場合は、変更内容を反映している。また、有床診療所については、「病床機能報告による病床数」の「R7.7.1」の機能別病床数を反映している。
※５：対応方針の実施状況は令和7年度病床機能報告等で確認して記載し、未実施の場合は実施予定時期を記載。例：令和8年8月頃。また、有床診療所で2025プランの機能別病床数が休棟又は廃止の場合については、実施済に区分している。


	★山口・防府

